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コロナを越えて〜未来につなぐ持続可能なまちづくり〜
◆感染症への対応とコロナ後の円滑な市民生活の実現のため各種施策の充実

ワクチン接種の着実な進展
新しい生活様式の実践
市内経済の活性化
生活基盤の整備

◆日本の未来を拓く４つの原動力＜骨太の方針２０２１＞への対応
グリーン社会の実現
官民挙げたデジタル化の加速
日本全体を元気にする活力ある地方創り
少子化の克服、子どもを産み育てやすい社会の実現

予算審査特別委員会では、正副委員長にそれぞれ井上弘議員、島田康弘議員を選出して、令
和４年度予算関連議案を延べ６日間に渡り審査しました。

新年度予算では、シン・ヌマタ事業、ＡＩデマンドバス運行、ＤＸ推進などの新規事業や地
域自治推進事業、保健福祉センター改修事業、電子地域通貨事業、スマートウェルネス推進事
業、海外販路促進事業などが計上され、条例や新規事業、生活に密接した事業などに対して、
延べ３１人が１９４件にわたり様々な観点から質疑を行いました。

細部にわたり審査を行った結果、「コロナを越えて ～未来へつなぐ持続可能なまちづくり
～」の実現に向けた施策を実施するために必要な予算であると認めるとともに、市民の生活に
寄り添うきめ細やかな事業実施がなされるよう期待し、いずれも原案のとおり可決しました。

予算の基本方針

一般会計219 億5 千万円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
事
業
推
進
が
困
難
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
地
域
事
情
や
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
予
算
で
あ
る
と
高
く

評
価
し
ま
す
。

市
民
生
活
と
地
域
経
済
に
直
結
し

た
多
く
の
ソ
フ
ト
事
業
を
展
開
す
る

こ
と
に
よ
り
、
充
実
し
た
取
組
が
図

ら
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
計
画

的
な
対
応
を
期
待
し
ま
す
。

（
一
部
抜
粋
）

２
年
に
及
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
猛
威
が
市
民
生
活
と
地

域
経
済
を
直
撃
し
、
暮
ら
し
も
経
済

も
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
少
な
か
ら
ぬ
事

業
が
中
止
と
な
り
、
新
年
度
で
は
、

財
政
調
整
基
金
繰
入
額
が
増
額
し
ま

し
た
が
、
財
政
的
に
ゆ
と
り
が
で
き

た
な
ら
数
々
の
市
民
要
望
の
実
現
、

コ
ロ
ナ
禍
で
困
難
に
直
面
し
て
い
る

市
民
生
活
と
地
域
経
済
に
直
接
的
支

援
を
行
う
べ
き
で
す
。 （

一
部
抜
粋
）

予
算
に
反
対

予
算
に
賛
成

討
　
論

対前年度比
６億３千万円減

令和４年度予算
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事業内容
・アート×行政プロジェクト
・「風の谷」創造プロジェクト

ＡＩ×データ時代における「沼田市」の
再生と人材育成に係る事業で、市民のシビ
ックプライド醸成、シティブランディング
の推進、または「風の谷」構想の実現に資
する基幹となる施策を展開します。
※「風の谷」構想…安宅和人氏が提唱する、
「都市集中型の未来に対するオルタナティ
ブ」をテクノロジーをうまく使い倒しなが
ら作ろうという運動論

「風の谷」構想提唱者の安宅和人氏ほか関係者を招いた
パネルディスカッション(令和３年度実施)

現在定時定路線で運行しているバスを、
午前９時～午後５時の時間帯(日曜・祝日を
除く)は市内の５００カ所に設置した停留所
をデマンド型で、それ以外の通勤・通学利
用が多い朝・夕の時間帯は従来どおり定時
定路線型で運行します。

これにより、市民の移動の利便性向上
と、市内の交通空白地域の解消を目指しま
す。なお、運行開始から約１年間は実証実
験とし、実績や利用者のニーズを踏まえて
ＡＩデマンドバスの改善を行い、その後も
運行を継続する予定です。

デマンド化される『ぬまくる』

行政サービスも含めた生活の変革に向
け、デジタル技術を利用して行うＤＸを進
めるため、最も必要とされる人材育成とＤ
Ｘ推進に関わる人材を確保します。
※ＤＸ（デジタルトランスフォーメーショ
ン）…デジタル技術を用いて、製品やサー
ビス、ビジネスモデルや組織を変革し、競
争優位性を確立するための取組。

具体的には、テクノロジーの活用、レガ
シーシステムからの脱却、デジタル人材の
採用・育成などを実施するものです。 沼田市DXの先駆け　電子地域通貨てんぐー

シ ン・ヌマタ事業

Ａ Ｉデマンドバス運行

Ｄ Ｘ推進
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６億６４５万円予算額
ＩＴ機器導入支援補助金について
電子地域通貨の運用において重要な、ス
マートフォン等の導入を推進するため、
高齢者導入支援と加盟店導入支援の２本
立てで実施します。

高齢者への導入支援は、スマートフォ
ン等を初めて購入し、ｔｅｎｇｏｏの登
録を行った高齢者を対象に、２万円を上
限に補助金を交付します。

加盟店導入支援は、ｔｅｎｇｏｏ加盟
店がスマートフォンま
たはタブレット端末を
購入または更新した場
合に、補助金を交付し
ます。

Ｑ
Ａ

３億６,８６０万円予算額
これまでの進捗状況と新年度の事業内容
について
進捗状況は、令和３年度末の見込みで、
事業費ベースの進捗率で５９.６％です。
新年度の事業内容の主なものは、物件補
償費であり、４街区中町部分、本町通り
南側の建物移転を中心に推進していく予
定です。区画整理工事は、上之町２街区、
金比羅通り線の拡幅、歩道整備に一部着
手するととも
に、関連する
水道工事、下
水道工事を補
償工事として
行います。

Ｑ

Ａ

４５６万円予算額
地域の課題検討と解決に向けどのように
取り組むのか

「地域づくりモデル事業」を継続し、地
区での話し合いによる地域づくりを進め、
課題を洗い出し、その課題解決に向けた
取組を進めていく予定です。

同時に、地域の在り方や地域づくりの
仕組みを検討するため、市内活動団体、ボ
ランティア団体、地域住民、市内法人等々
多種多様な人材を構成員とした委員会を
立ち上げ検討を進
め、今後の本市に
おける地域づくり
のビジョンを作っ
ていきたいと考え
ています。

Ｑ

Ａ

１億４,５７９万円予算額
用途変更に伴う改修工事について
１階のデイサービスセンターの業務終了、
３階第２福祉作業所の第１福祉作業所へ
の統合に伴い、スペースを有効活用する
ため、会議室等へ改修を行うとともに、耐
用年数を超えたエレベーターを更新しま
す。１階は、防音機能を有する会議室、授
乳室やバリアフリートイレを設置し、３
階には、和室を設けるなど、保健福祉の機
能拡充を図るとともに、中央公民館の代
替施設の１
つとして、多
目的利用を
促進します。

Ｑ
Ａ

議案の審査に当たり、市に対して様々な質疑を行いましたので、一部を紹介します。

が気になる! !新年度予算

地域自治推進事業 保健福祉センター改修事業

電子地域通貨事業 中心市街地土地区画整理事業

ココ
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２億２,６３５万円予算額
事業内容とりわけ新年度事業の特筆すべ
き事項について
対象施設が１４０施設となり、令和３年
度まで講演会形式で開催していたファシ
リティマネジメント職員研修を、ファシ
リティマネジメントに興味を持つ職員を
募り、より深い理解
を浸透させるため、
グループワーク形
式での実施を計画
しています。

Ｑ

Ａ

２億５,５７３万円予算額
事業の内容と目標について
複数のふるさと納税ポータルサイトを利
用して、本市の特産品を全国にＰＲし、ふ
るさと納税返礼品に地元特産品を用意す
ることで、地域経済の活性化を図ってい
ます。

令和４年度は、返
礼品の増加、ふるさ
と納税額１億７千万
円を目標に事業実施
します。

Ｑ
Ａ

８,１６３万円予算額
進捗状況と新年度の事業内容について
進捗状況は、事業費ベースの進捗率で、令
和４年度末で約 73％となる見込みで
す。

事業内容は、道路改良工事を１２０メ
ートル、土地購入、物件補償をそれぞれ１
権利者、その他、
測量委託、支障物
件等調査業務委
託を予定をして
います。

Ｑ
Ａ

５,００３万円予算額
改修工事について
南郷の曲屋の茅葺き屋根の老朽化に伴う、
屋根の葺き替え工事を行います。

Ｑ
Ａ

５,５４８万円予算額
周遊バスツアー誘致業務委託料の委託先
と委託内容について
委託先は本事業の委託実績があり、バス
ツアーの効果的な誘致、及び連絡調整等
がスムーズに行える、一般社団法人沼田
市観光協会への委託を考えています。
昨年度に引き続き、
本市への貸切バスツ
アーを行う旅行会社
に対して、助成を行
い誘客を図ります。

Ｑ

Ａ

１,１４７万円予算額
システム改修委託料、システム使用料に
ついて
新型コロナウイルス感染症の感染拡大に
伴い、スマホアプリを使用した読込の利
用実験を実施しており、今後の利用促進
のため、システム改修を行います。

システム使用料は、個人の活動量計か
ら読込を行ったデータを蓄積し、個人のデ
ータをシステムにより分析・評価し、歩
数、中強度活動時間等を「安心生活ＭＹカ
ルテ」として、見える化します。

Ｑ

Ａ

ファシリティマネジメント推進事業 水と緑の大地ふるさとぬまた寄附事業

新型コロナウイルス感染症対策事業(観光交流課) スマートウェルネス推進事業

３・３・１環状線(栄町工区)事業 曲屋管理運営事業
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沼
田
市
議
会
だ
よ
り

定
例
会

沼
田
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
基
本
条
例
は
、
地
域
社
会
の
担

い
手
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の

振
興
の
た
め
、
市
の
責
務
等
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策

を
総
合
的
に
推
進
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
り
、
市
民
生
活
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

条
例
制
定
に
伴
い
、
沼
田
市
中
小

企
業
振
興
条
例
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

人
事
院
勧
告
で
、
期
末
手
当
の
引

き
下
げ
の
見
直
し
勧
告
が
さ
れ
、
本

市
職
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
も
国

に
準
じ
、
所
要
の
改
定
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
、
市
議

会
議
員
、
市
特
別
職
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
も
改

定
し
ま
し
た
。

国
県
支
出
金
の
確
定
ま
た
は
、
制

度
改
正
等
に
よ
り
既
定
の
予
算
に
増

減
を
生
じ
る
も
の
、
特
別
な
理
由
に

よ
り
緊
急
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

も
の
等
に
つ
い
て
、
１
億
８
，
９
７

３
万
５
千
円
を
減
額
し
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交

流
事
業
の
減
額
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の
追
加
、

予
防
接
種
事
業
、
が
ん
検
診
事
業
の

減
額
、
武
道
場
整
備
事
業
の
減
額
な

ど
で
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
軍
事
行
動
で

多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
お
り
、
国
境

を
越
え
て
避
難
す
る
方
々
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
経
済
建
設
常
任
委
員
会

で
は
市
に
対
し
て
、
市
営
住
宅
な
ど

を
利
用
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避

難
者
へ
の
支
援
を
要
望
。
そ
の
結
果
、

市
で
は
人
道
的
支
援
と
し
て
市
営
住

宅
20
戸
を
無
償
で
貸
与
す
る
と
と
も

に
、
食
品
、
日
用
品
等
必
要
量
の
生

活
物
資
提
供
、
生
活
支
援
サ
ポ
ー
ト

な
ど
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
長
の
横
坂
隆
司
さ
ん
の
任
期

が
３
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
後
任
に
、
竹
之
内

篤
さ
ん
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

３
月
４
日
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
に
抗
議
す
る
た
め
、
議
員
発

議
に
よ
る
決
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

に
断
固
抗
議
す
る
決
議
(抜
粋
)

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

は
、
国
際
社
会
の
平
和
と
秩
序
を
著

し
く
脅
か
す
も
の
で
あ
り
、
国
連
憲

章
に
違
反
す
る
こ
の
行
為
は
断
じ
て

許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

恒
久
平
和
の
実
現
は
、
全
世
界
の

人
々
が
望
む
も
の
で
あ
り
、
多
く
の

生
命
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
断
じ
て
許

さ
れ
ず
、
国
家
固
有
の
主
権
が
一
方

的
に
軍
事
力
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
た

こ
と
は
国
際
法
に
照
ら
し
て
も
許
さ

れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
極
め
て
遺
憾

で
あ
る
。

今
こ
の
瞬
間
に
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

地
で
は
、
銃
弾
や
ミ
サ
イ
ル
の
恐
怖

の
下
に
多
く
の
幼
い
子
ど
も
や
女

性
、
人
々
の
命
と
人
権
が
奪
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

こ
こ
に
沼
田
市
議
会
は
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
断
固
抗

議
す
る
と
と
も
に
、
直
ち
に
軍
事
行

動
を
中
止
し
、
無
条
件
で
の
完
全
撤

退
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

３ 月
定 例 会

３
月
定
例
会
は
、
２
月
22
日
に
開
会
し
、
３
月
15
日

ま
で
の
22
日
間
、
条
例
の
制
定
・
改
正
、
令
和
４
年
度

当
初
予
算
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
、
教
育
長
の
任
命

同
意
な
ど
計
47
件
と
、
議
会
か
ら
の
決
議
案
１
件
を
審

議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
８
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
市
当
局

と
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

竹之内篤　教育長

沼
田
市
中
小
企
業
・
小
規
模

企
業
振
興
基
本
条
例
制
定

市
議
会
議
員
、
特
別
職
、
職
員

の
期
末
手
当
支
給
割
合
を
改
正

令
和
３
年
度
補
正
予
算

経
済
建
設
常
任
委
員
会
で

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
者
支
援
要
望

新
教
育
長
に
竹
之
内
篤
氏

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
暮
ら
し

も
営
業
も
危
機
的
状
況
が
深
刻
化
す

る
ば
か
り
で
す
。

市
職
員
や
会
計
年
度
任
用
職
員
の

一
時
金
を
削
減
す
る
こ
と
は
、さ
ら
に

暮
ら
し
と
地
域
経
済
を
悪
化
さ
せ
、民

間
企
業
の
給
与
引
き
下
げ
に
も
つ
な

が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

（
一
部
抜
粋
）

条
例
に
反
対

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

に
対
す
る
抗
議
を
決
議
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指
定
避
難
所
や
福
祉
避
難
所
の
耐

震
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
整
備

推
進
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

指
定
避
難
所
は
、
88
・
９
％
が
耐

震
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
は
40
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
避
難
所
は
、
全
て
の
施

設
で
耐
震
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
多
く
の

施
設
が
安
全
・
安
心
な
避
難
所
と
な

る
よ
う
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

利
根
町
に
お
け
る
防
災
行
政
無
線

廃
止
後
の
防
災
施
設
等
の
整
備
推
進

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

電
波
法
の
改
正
に
よ
り
、
ア
ナ
ロ

グ
方
式
の
防
災
行
政
無
線
は
使
用
期

限
が
定
め
ら
れ
、
利
根
町
の
防
災
行

政
無
線
は
、
や
む
な
く
廃
止
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
防
災
行
政
無
線
の

代
替
手
段
は
、
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
、ホ
ッ
と
メ
ー
ル
ぬ
ま
た
、防
災
ア

プ
リ
な
ど
で
、
日
頃
か
ら
周
知
に
努

め
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
の
振
興
と
社
会
教
育
の

推
進
に
つ
い
て
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
学
習
す
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
学
習
成
果
が
生

か
せ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
社
会
教
育
を
は
じ
め
、

様
々
な
教
育
機
能
の
総
合
的
な
整
備

に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

市
民
文
化
や
学
術
・
芸
術
等
の
推

進
に
つ
い
て
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

優
れ
た
芸
術
や
文
化
の
創
造
・
発

展
を
図
る
と
と
も
に
、
重
点
施
策
と

し
て
、
市
民
文
化
の
振
興
を
掲
げ
、

文
化
祭
・
芸
能
祭
の
開
催
や
、
柳
波

賞
を
は
じ
め
と
し
た
３
つ
の
文
学
賞

の
実
施
及
び
学
術
・
芸
術
文
化
団
体

へ
の
活
動
支
援
な
ど
を
通
し
て
、
市

民
文
化
や
学
術
・
芸
術
等
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ＱＡＱ ＱＡ

ＡＱＡ

安
全
・
安
心
の
確
保

中
村
　
浩
二

中村　浩二

茂木　清七

金子　浩隆

桑原　敏彦

井上　　弘

大東　宣之

高柳　勝巳

井之川博幸

安全・安心の確保

安心して暮らせるまちづくり

市民の命と暮らしを守る責任を持って

沼田市農業ＤＸ構想とスマート農業の推進

住み慣れた地域でいきいき生活できる沼田市

新型コロナ対策、農業対策、沼田城発掘調査

２期８年の横山市政の評価

市民の命と健康・生活環境を守る市政を

スマホから議会を見よう！
議会インターネット中継
文章では伝わらない、生の議会
を映像でご覧ください。

◀議会中継
会議名や議員名を選
んで視聴できます。

廃
止
さ
れ
る
利
根
町
防
災
行
政
無
線



8令和４年５月１日号

沼
田
市
議
会
だ
よ
り

一
般
質
問

濃
厚
接
触
者
で
自
宅
待
機
な
ど
さ

れ
て
い
る
方
々
へ
の
食
料
な
ど
の
調

達
に
つ
い
て
沼
田
市
は
ど
の
よ
う
な

対
応
を
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

自
宅
待
機
を
求
め
ら
れ
る
中
、
で

き
る
限
り
通
常
の
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
希
望
に
応
じ
て
買
い
物
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま

り
ま
し
た
が
、
早
く
市
民
に
行
き
わ

た
る
た
め
の
沼
田
市
の
取
組
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

沼
田
利
根
医
師
会
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
個
別
接
種
実
施
医
療
機
関
を

27
施
設
に
増
や
す
な
ど
、
接
種
体
制

の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

２
月
28
日
ま
で
の
申
請
受
付
を
行
っ

た
事
業
継
続
支
援
金
の
申
込
状
況
と

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

申
請
期
間
中
に
法
人
等
か
ら
１
０

３
件
、
個
人
事
業
主
か
ら
１
２
３
件
、

合
計
２
２
６
件
の
申
込
が
あ
り
、
総

額
４
，
９
３
５
万
円
を
交
付
決
定
し

ま
し
た
。

沼
田
市
に
お
け
る
農
業
後
継
者
支

援
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

経
営
発
展
に
必
要
な
機
械
・
施
設

等
の
導
入
支
援
な
ど
の
経
営
発
展
支

援
事
業
の
新
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
青
年
の
就
農
意
欲
の
喚
起
と
就

農
後
の
定
着
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

横
山
市
政
２
期
８
年
の
運
営
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

「
暮
ら
し
を
実
感
で
き
る
文
化
的

生
活
」
「
豊
か
な
等
身
大
の
沼
田
」

を
基
本
理
念
に
、
テ
ラ
ス
沼
田
や
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
電
子
地

域
通
貨
「
て
ん
ぐ
ー
」
の
導
入
な
ど

に
取
り
組
み
、
引
き
続
き
「
こ
こ
ろ

豊
か
に
暮
ら
し
、
幸
せ
を
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

三
峰
山
の
「
盛
り
土
」
に
つ
い
て
、

年
の
暮
れ
、
「
地
元
県
会
議
員
か
ら
、

県
の
調
査
で
汚
染
物
質
が
検
出
さ
れ

た
と
報
告
が
あ
っ
た
」
と
同
僚
議
員

か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

す
ぐ
に
確
認
し
た
の
で
す
が
、

「
市
に
は
そ
ん
な
情
報
は
入
っ
て
い

な
い
。
調
査
し
ま
す
。
待
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

２
月
の
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
を

傍
聴
し
ま
し
た
。

「
現
在
、
県
の
調
査
が
継
続
中
で
あ

り
、
結
論
が
出
て
い
な
い
」
「
現
段

階
で
は
断
片
的
な
情
報
提
供
は
控
え

る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
」
。

誠
に
不
可
解
で
す
。
本
当
の
こ
と

を
分
か
り
や
す
く
、
責
任
を
持
っ
て

お
話
し
く
だ
さ
い
。

県
に
お
け
る
調
査
が
依
然
と
し
て

継
続
中
で
す
。
昨
年
７
月
に
県
と
市

が
合
同
で
現
地
の
立
ち
入
り
調
査
を

行
い
、
そ
の
後
11
月
に
県
に
お
い
て

排
出
元
へ
の
現
地
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
調
査
の
中
で
、
搬

入
さ
れ
た
土
砂
が
汚
染
さ
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
県
に
お
い
て

現
在
、
土
地
所
有
者
に
対
し
て
、
現

地
の
土
壌
検
査
を
行
う
よ
う
依
頼
し

て
い
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
ま
す
。

「
お
化
け
屋
敷
み
た
い
」
な
廃
墟

ホ
テ
ル
、
撤
去
補
助
で
各
地
の
景
観

回
復
へ
。
こ
ん
な
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス

を
見
つ
け
ま
し
た
。

沼
田
市
も
こ
の
国
の
支
援
に
食
ら

い
つ
け
る
よ
う
、
至
急
研
究
を
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

廃
墟
ホ
テ
ル
の
撤
去
は
、
景
観
の

回
復
や
危
険
性
の
回
避
な
ど
、
温
泉

街
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
よ
る
誘
客
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
補
助
事
業
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
一
体
の
合
意

形
成
が
な
さ
れ
た
上
で
の
観
光
地
再

生
計
画
等
が
必
要
と
な
る
た
め
、
関

係
団
体
と
の
情
報
共
有
を
行
い
な
が

ら
、
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

一般質問
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り茂

木
　
清
七

ＱＱＱ ＡＱＡＡ

Ａ

ＱＱ

ＱＡ

Ａ 市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
責
任
を
持
っ
て

金
子
　
浩
隆

三峰山の盛り土

ＱＡ



薄
根
地
域
ふ
る
さ
と
創
生
推
進
協

議
会
で
は
、
日
曜
農
業
者
制
度
の
骨

子
を
ま
と
め
、
耕
作
放
棄
地
の
増
大

を
抑
制
す
る
た
め
に
農
業
体
験
部
、

後
継
者
育
成
部
な
ど
の
組
織
を
作
り
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
構
築
を
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の

活
動
を
支
援

し
、
広
く
発

信
し
て
い
く

べ
き
で
す
。

市
民
に
よ
る

日
曜
農
業
者

制
度
等
の
導

入
支
援
に
つ

い
て
伺
い
ま

す
。薄

根
地
域
で
進
め
ら
れ
て
い
る
棚

田
等
の
地
域
資
源
の
有
効
な
利
活
用

へ
の
取
組
等
に
対
し
て
も
、
地
域
や

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
連
携
を
図

り
、
支
援
や
情
報
発
信
を
し
な
が
ら

地
域
の
担
い
手
確
保
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
で
は
、
セ
ン

サ
ー
に
よ
っ
て
取
得
し
た
デ
ー
タ
を

Ａ
Ｉ
で
分
析
し
て
活
用
す
る
事
で
、

経
験
の
浅
い
農
業
者
へ
技
術
を
継
承

し
て
い
く
事
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

沼
田
市
に
お
い
て
も
名
産
で
あ
る
り

ん
ご
や
ぶ
ど
う
等
、
先
端
技
術
に
よ

る
技
術
継
承
は
近
い
将
来
必
ず
必
要

に
な
る
と
考
え
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

を
活
用
し
た
農
業
技
術
の
継
承
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
生
産
性
の
向
上
を
目

的
と
す
る
新
技
術
の
活
用
に
つ
い

て
、
農
業
経
営
者
と
情
報
共
有
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
資
源
を
活
か
し
て
儲
か
る
農

業
を
実
践
す
る
に
は
、
沼
田
市
農
業

Ｄ
Ｘ
構
想
を
早
急
に
作
り
上
げ
、
農

業
分
野
で
の
地
方
創
生
を
計
画
す
べ

き
で
す
。
ス
マ
ー
ト
農
業
を
活
用
し

た
新
た
な
指
針
の
必
要
性
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

農
業
分
野
に
お
い
て
も
、
遅
滞
な

く
Ｄ
Ｘ
を
実
現
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
好
循
環
を

生
み
出
せ
る
よ
う
、
関
係
機
関
等
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
研
究
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
と

生
活
し
て
い
く
た
め
の
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
目
標
年
度
ま
で

あ
と
３
年
で
す
。課
題
と
、解
決
に
ど

う
取
り
組
ん
で
い
る
か
伺
い
ま
す
。

協
議
体
の
活
動
等
を
通
し
て
、
取

組
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
住
民
参

加
型
の
地
域
づ
く
り
モ
デ
ル
地
区
の

活
動
も
始
ま
っ
て
お
り
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
情
報
提
供
や
意
見
交
換

等
、
庁
内
連
携
に
よ
り
事
業
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
齢
化
の
進
行
や
財
政
状
況
か
ら
、

今
後
、重
要
な
の
は
互
助
の
仕
組
み
と

考
え
ま
す
。互
助
の
仕
組
み
を
長
く
運

用
し
て
い
く
に
は
、助
け
る
側
に
も
メ

リ
ッ
ト
の
あ
る
有
償
の
仕
組
み
が
効

果
的
で
す
。有
償
の
地
域
の
支
え
合
い
、

助
け
合
い
の
仕
組
み
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
伺
い
ま
す
。

今
後
の
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
具

体
的
方
策
と
し
て
、
話
し
合
い
を
重

ね
課
題
の
洗
い
出
し
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
課
題
の
解
消
等
に
向
け
た

検
討
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
も
有
効
な
方

法
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
の
で
、
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ー
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
ー

令
和
３
年
６
月
現
在
、
33
府
県
４

８
７
市
町
村
が
奨
学
金
返
還
支
援
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
実
施
自

治
体
は
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。「
今
後
の
検
討
に
値
す
る
」

と
言
わ
れ
た
奨
学
金
返
還
支
援
制
度

の
検
討
状
況
を
伺
い
ま
す
。

県
内
で
は
２
市
２
町
１
村
の
自
治

体
が
独
自
の
奨
学
金
返
還
支
援
施
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。
若
者
の
就
労
状

況
や
所
得
等
の
生
活
実
態
の
把
握
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
奨

学
金
返
還
支
援
施
策
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9 令和４年５月１日号

沼
田
市
議
会
だ
よ
り

一
般
質
問

市政を問う!!
Ｑ

ＡＱＡ

ＡＱ

Ｑ

Ａ

ＡＡ Ｑ

沼
田
市
農
業
Ｄ
Ｘ
構
想
と
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

桑
原
　
敏
彦

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
生
活
で
き
る
沼
田
市

井
上
　
弘

各
地
で
拡
が
る
奨
学
金
返
還
支
援
制
度

石墨の棚田



ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
適
用
に

よ
る
経
済
へ
の
影
響
と
支
援
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺
い
ま
す
。

国
の
事
業
復
活
支
援
金
や
群
馬
県

感
染
症
対
策
営
業
時
間
短
縮
要
請
協

力
金
な
ど
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、状
況
を
注
視
し
、効
果
的
な
支
援

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

飲
食
店
や
宿
泊
業
の
水
道
料
、
下

水
道
料
等
の
固
定
費
へ
の
支
援
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
検
討
し
対
応
す
る

の
か
伺
い
ま
す
。

上
下
水
道
料
金
の
支
払
い
が
困
難

と
な
っ
て
い
る
事
業
者
等
に
対
す
る

電
話
相
談
を
開
始
し
、
料
金
の
支
払

い
を
猶
予
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
と

し
、
今
後
に
つ
い
て
も
、
感
染
症
の

状
況
を
見
据
え
つ
つ
、
引
き
続
き
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
や
天
候
不
良
等
に
よ
る

農
業
へ
の
影
響
と
支
援
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
伺
い
ま
す
。

産
地
と
し
て
の
統
一
的
な
感
染
防

止
対
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
感

染
防
止
対
策
ポ
ス
タ
ー
の
配
布
や
消

毒
液
の
配
布
等
に
よ
る
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
農
漁
業
災
害
に
対
し

て
は
、
沼
田
市
農
漁
業
災
害
対
策
特

別
措
置
条
例
に
基
づ
き
支
援
を
行
い
、

収
入
保
険
や
共
済
へ
の
加
入
推
進
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

沼
田
城
跡
発
掘
調
査
の
成
果
等
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い

る
の
か
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

遺
構
が
良
い
状
態
で
残
っ
て
い
る

こ
と
や
、
城
が
無
く
な
っ
た
時
の
状

況
が
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
評
価
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
後
の
発
掘
調
査
は
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
、
英
霊
殿
付
近
の

発
掘
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

横
山
市
長
在
任
２
期
８
年
の
評
価

と
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

１
期
で
は
、「
こ
こ
ろ
豊
か
に
暮
ら

し
、
し
あ
わ
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

沼
田
」を
将
来
像
と
す
る
、沼
田
市
第

六
次
総
合
計
画
を
策
定
し
、
実
現
に

向
け
た
各
事
務
事
業
の
適
正
か
つ
効

率
的
な
執
行
に
努
め
る
と
と
も
に
、

懸
案
で
あ
っ
た
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21
を

複
合
施
設
テ
ラ
ス
沼
田
と
し
て
整

備
・
改
修
し
た
ほ
か
、
利
南
運
動
広

場
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を

進
め
る
な
ど
、
ハ
ー
ド
事
業
を
中
心

に
進
め
て
き
ま
し
た
。

２
期
で
は
、
ハ
ー
ド
整
備
の
成
果

を
市
民
生
活
に
活
か
し
つ
つ
、
公
共

施
設
等
の
維
持
更
新
が
次
世
代
へ
の

大
き
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
着
実
な

推
進
に
よ
り
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換

を
図
る
と
と
も
に
、「
ハ
ー
ド
か
ら
ソ

フ
ト
へ
の
転
換
」と
し
て
、市
民
の
健

康
増
進
を
図
る
「
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル

ネ
ス
ぬ
ま
た
」な
ど
、各
種
ソ
フ
ト
事

業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

地
域
通
貨
は
沼
田
市
独
自
の
価
値

の
創
造
と
共
有
に
あ
り
ま
す
。
通
貨

は
そ
の
交
換
方
法
で
あ
り
、「
沼
田
市

に
は
お
金
で
買
え
な
い
価
値
が
あ

る
」
と
し
た
趣
旨
と
視
点
に
立
っ
た

地
域
通
貨
の
認
識
と
利
用
の
拡
大
の

検
討
の
有
無
を
伺
い
ま
す
。

利
用
者
数
２
万
７
３
７
人
、
発
行

総
額
約
23
億
４
，
９
２
９
万
円
の
う

ち
利
用
総
額
約
21
億
３
，
６
７
０
万
円

で
あ
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
内
事

業
者
支
援
の
た
め
の
消
費
喚
起
並
び

に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及
推

進
に
お
い
て
、
大
き
な
効
果
が
あ
っ

た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
利
活
用
は
、
行
政
ポ
イ
ン

ト
を
軸
と
す
る
、
「
地
域
づ
く
り
」

と
し
て
の
機
能
に
つ
い
て
も
充
実
し

て
い
く
考
え
で
す
。

10令和４年５月１日号

沼
田
市
議
会
だ
よ
り

一
般
質
問

一般質問
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、
農
業
対
策
、
沼
田
城
発
掘
調
査

大
東
　
宣
之

発掘調査見学会

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡ

Ｑ ２
期
８
年
の
横
山
市
政
の
評
価

高
柳
　
勝
巳

Ａ

令和元年にオープンした
テラス沼田



新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い

て
、
コ
ロ
ナ
病
床
を
持
っ
て
い
る
市

内
の
病
院
へ
の
今
後
の
対
応
及
び
市

独
自
の
支
援
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

医
療
機
関
か
ら
の
要
請
に
応
じ
、

不
足
し
て
い
る
物
資
等
の
提
供
を
行

う
と
と
も
に
、
県
や
医
療
機
関
と
連

携
し
、
風
評
被
害
の
抑
制
や
コ
ロ
ナ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対
応
等
、
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

市
内
の
自
宅
療
養
者
に
対
す
る
市

独
自
の
支
援
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

保
健
所
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、

市
が
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
血
液
中
の
酸
素
飽
和
度
を
計
る

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
を
配
付
す

る
と
と
も
に
、
健
康
観
察
セ
ン
タ
ー

で
、
健
康
観
察
や
療
養
相
談
を
実
施

し
て
お
り
、
希
望
に
応
じ
て
生
活
支

援
物
資
も
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
佐
山
町
に
株
式
会
社
ウ
ィ
ズ

ウ
ェ
イ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
が
計
画
し
て

い
る
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
対

す
る
群
馬
県
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の

事
前
協
議
等
に
関
し
て
、
市
長
の
意

見
書
の
内
容
に
は
、
周
辺
地
域
住
民

等
の
意
見
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

周
辺
地
域
住
民
等
が
心
配
し
て
い

る
生
活
環
境
、
風
評
被
害
、
周
辺
地

域
、
搬
入
車
両
、
地
下
水
な
ど
の
対

応
に
つ
い
て
、
十
分
な
配
慮
が
必
要

な
旨
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

合
併
浄
化
槽
の
普
及
推
進
に
関
し

て
、
個
人
宅
を
対
象
と
し
た
国
の
補

助
金
改
正
を
取
り
入
れ
た
市
補
助
金

の
改
正
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化

槽
へ
の
転
換
設
置
を
行
う
場
合
に
追

加
さ
れ
た
宅
内
配
管
費
に
つ
い
て
の

国
庫
及
び
県
費
補
助
事
業
を
活
用
し

て
、
令
和
４
年
度
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
の
一
層
の
普
及
促
進
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

11 令和４年５月１日号

沼
田
市
議
会
だ
よ
り

一
般
質
問

市政を問う!!
市
民
の
命
と
健
康
・
生
活
環
境
を
守
る
市
政
を

井
之
川
　
博
幸

処分場が計画されている
佐山町北部の里山

ＱＡ

Ｑ ＡＡ

ＱＱ Ａ

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
若
い
世

代
の
皆
さ
ん
が
、
選
挙
や
政
治
に
つ

い
て
関
心
を
持
ち
、
政
治
が
私
た
ち

の
生
活
や
社
会
に
ど
の
よ
う
に
関
わ

っ
て
い
る
の
か
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
る
よ
う
、毎
年「
明
る
い
選
挙
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

沼
田
市
内
で
も
86
名
の
応
募
が
あ

り
、
利
根
小
学
校
４
年
井
上
伊
織
さ

ん
と
白
沢
中
学
校
３
年
平
形
陽
詩
さ

ん
の
作
品
が
令
和
３
年
度
群
馬
県「
明

る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
県

審
査
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ま
も
明
る
い
選
挙
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
般
質
問
取
り
下
げ

山
宮
敏
夫
議
員
よ
り
一
般
質
問
の

通
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
事
情
に
よ

り
通
告
が
取
り
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

通
告
内
容

１
　
働
き
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

ア
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
内
事
業

所
の
労
働
環
境
に
つ
い
て

イ
　
沼
田
市
役
所
内
の
労
働
環
境
に

つ
い
て

ウ
　
沼
田
市
役
所
関
連
に
お
け
る
労

務
管
理
に
つ
い
て

２
　
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

ア
　
沼
田
市
地
域
防
災
計
画
に
つ
い

て

明
る
い
選
挙
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

白
沢
中
学
校
３
年
　
平
形
陽
詩
さ
ん

利
根
小
学
校
４
年
　
井
上
伊
織
さ
ん



「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
の

推
進
に
よ
り
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
が
用
意
さ
れ
、
授
業

等
で
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
沼
田
中
学
校
で
授
業
に
お
け

る
活
用
状
況
の
調
査
を
行
い
ま
し

た
。木

●
校
長
か
ら
授
業
で
の
活
用
状

況
な
ど
の
概
要
の
説
明
を
受
け
た
後
、

委
員
が
２
班
に
分
か
れ
各
教
室
を
巡

り
、
生
徒
た
ち
が
授
業
で
ど
の
よ
う

に
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
て
い

る
の
か
調
査
し
ま
し
た
。

１
年
生
の
英
語
の
授
業
で
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
友
達
に
日
本
の
文
化

を
紹
介
す
る
手
紙
を
書
き
、
英
語
の

表
現
の
仕
方
を
パ
ソ
コ
ン
に
蓄
積
し

て
い
ま
し
た
。

２
年
生
の
理
科
の
授
業
で
は
、
水

蒸
気
量
の
棒
グ
ラ
フ
を
作
成
し
、
そ

の
グ
ラ
フ
と
飽
和
水
蒸
気
量
の
線
グ

ラ
フ
を
重
ね
合
わ
せ
、
雲
の
で
き
方

の
授
業
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

３
年
生
の
英
語
の
授
業
で
は
、
パ

ソ
コ
ン
で
、
英
語
の
ク
イ
ズ
大
会
の

問
題
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
言
葉
で
説
明
す
る
よ
り
短
時

間
で
グ
ラ
フ
な
ど
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
、
理
解
が
進
ん
で
い
る
よ
う

で
し
た
。

議
員
所
感

理
科
の
授
業
で
、
音
の
波
形
の
観

察
･比
較
、
音
の
高
低
と
振
動
の
関

係
性
を
学
ぶ
実
験
で
は
、
オ
シ
ロ
ス

コ
ー
プ
の
波
形
が
即
座
に
画
面
に
反

映
さ
れ
る
な
ど
、
利
用
価
値
が
高
い

と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ア
プ
リ
の
活
用
方
法
に
戸
惑
っ
て

い
る
生
徒
も
い
る
よ
う
で
し
た
が
、

一
人
も
取
り
残
さ
な
い
よ
う
パ
ソ
コ

ン
の
活
用
に
つ
い
て
丁
寧
な
支
援
が

必
要
と
感
じ
ま
し
た
。
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沼
田
市
議
会
だ
よ
り
第
65
号

編
集
後
記

今
年
も
利
南
運
動
公
園
に
植
え

ら
れ
た「
陽
光
桜
」が
、満
開
の
花

を
き
れ
い
に
咲
か
せ
ま
し
た
。

２
年
前
に
植
え
ら
れ
た
「
陽
光

桜
」は
、ま
だ
幹
周
り
も
細
い
幼
木

で
す
が
、
鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
色
の

花
を
咲
か
せ
ま
す
。

こ
の「
陽
光
桜
」は
、愛
媛
県
の

高
岡
正
明
氏
が
私
財
を
な
げ
う
っ

て
、
人
工
交
配
を
繰
り
返
し
つ
く

り
あ
げ
た
桜
で
す
。

高
岡
氏
は
、
第
２
次
世
界
大
戦

中
、
青
少
年
に
軍
事
教
練
を
施
す

青
年
学
校
の
教
師
と
し
て
、
生
徒

を
戦
地
に
送
り
出
し
、
多
く
が
生

き
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
な
か
っ

た
こ
と
を
悔
い
、
生
徒
た
ち
が
戦

死
し
た
極
寒
の
シ
ベ
リ
ア
や
亜
熱

帯
の
地
で
も
咲
く
新
し
い
桜
を
つ

く
る
こ
と
を
決
意
し
、
約
30
年
の

歳
月
を
か
け「
陽
光
桜
」を
誕
生
さ

せ
ま
し
た
。

高
岡
氏
は「
陽
光
桜
」に「
非
戦

の
誓
い
」を
託
し
、無
償
で
国
内
外

に
贈
り
、
今
も
平
和
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
咲
き
続
け
て
い
ま
す
。

委
員
　
大
東
宣
之

次
回
定
例
会
は
、
６
月
７
日

(火
)か
ら
の
予
定
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
も
行
っ
て
い
ま
す
。

次
回
定
例
会
の
日
程

発
行
／
沼
田
市
議
会

編
集
／
議
会

だ
よ
り
編
集
委
員
会

印
刷
／
有
限
会
社
利
根
印
刷
所

住
所
／
〒
378 -8501　

沼
田
市
下
之
町
888

TEL:0278 -25 -3007
FA

X:0278 -22 -6333
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://w
w
w
.city.num

ata.gunm
a.jp

議会だより編集委員会
委 員 長　井上　　弘
副委員長　山宮　敏夫

委　員　高柳　勝巳　　永井　敏博　　戸部　　博
三ツ石岩男　　大東　宣之　　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

沼
田
市
議
会
で
は
、
委
員
会
ご
と
に

先
進
自
治
体
等
の
行
政
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
の

概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

授業の様子を視察


